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余 白                   
                                                            

                    
                                                            

               清 野  和 彦 
                                                       

 

 １冊の本を手に取る。表紙を開くと、何も印刷していない１枚がある。表紙と本の中身

を接着している「見返し（遊び）」と呼ばれる部分である。それもめくってみると、「本

扉」という、最初の１頁がある。 

 《「優秀な人」がいれば、組織の問題は解決するのか？》 

 そんな問いから始まるのは、勅使川原真衣『職場で傷つく――リーダーのための「傷つ

き」から始める組織開発』だ。早速、この「本扉」もめくってみる。ここからが本文。見

出しには「はじめに――なきものとされてきた「職場の傷つき」」とある。 

 《あれだけやって、この評価かよ。》 

 《部下が動いてくれないのは自分のせい？》 

 《仕事辞めようかな。》 

 《こういうことを思ったことがない
、、

人はこの世にいないでしょう。》 

 《私もありますとも。》と、続く。 

 就職して 35 年が過ぎた筆者も、もちろん、ありますとも。大きい声では言わないが、何

度も何度も、数えられないくらい経験している。 

 この本の「帯」には、こうある。 

 《職場で傷ついた人は、企業変革の入り口に立っている。宇田川元一氏推薦》 

 そこで、宇田川元一『他者と働く――「わかりあえなさ」から始める組織論』も手にし

てみる。こちらの「はじめに」は「正しい知識はなぜ実践できないのか」から始まる。著

者が真っ先に紹介するのが、ロナルド・Ａ・ハイフェッツの「技術的問題」と「適応課題」

という考え方だ。 

 それでは、と、ハイフェッツの『最難関のリーダーシップ――変革をやり遂げる意志と

スキル』をひもとく。彼は、既存の方法で解決できる問題のことを「技術的問題」、既存

の方法で一方的に解決できない複雑で困難な問題のことを「適応課題」と定義する。そし

て、私たちが向き合い、解決できずにいる問題のほとんどは「適応課題」であり、失敗の

最大の原因は向き合っている問題が「適応課題」であるにもかかわらず、それを「技術的

問題」として扱ってしまうことだという。 

 こういう、ネットサーフィンならぬ、ブックサーフィンからの発見も面白いものだ。 

 〔参考〕勅使川原真衣（2024）『職場で傷つく――リーダーのための「傷つき」から始める組織開発』大和書房 

宇田川元一（2019）『他者と働く――「わかりあえなさ」から始める組織論』ニューズピックス 

ロナルド・Ａ・ハイフェッツほか（2017）『最難関のリーダーシップ――変革をやり遂げる意志とスキル』

（水上雅人訳）英治出版 

                                      （本誌企画委員長（国土交通委員会調査室）） 


